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国土学のすすめ
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◇公共事業の対ＧＤＰ比突出論は現状の認識不足
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1.社会基盤整備が適地適産の進展、
東京・関東の利益に寄与していることを

認識しているか？
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2.わが国国土の自然条件が
他国との比較において

正しく認識されているか？
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◇脆弱な国土と厳しい自然条件
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◇プレートによって分断される国土
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◇国土に多数の震源が存在
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出典：国土交通省資料

◇河川勾配の国際比較

日本の川は、諸外国に比べ急勾配。降った雨は、山から海へ一気に流下する。

出典：国土交通省資料 32



17

33

◇急峻な河川勾配と水面よりも低い土地

出典：国土交通省資料 34
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◇降雪量の国際比較（その１）

Source: Snow Research Center

我が国は、世界的にも低緯度にかかわらず積雪量が多く、そうした地域に人口数十万から
百万人を越す都市が存在 。

世界の主要都市における最大積雪深
および最大降雪量の分布
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◇縄文海進

貝塚の分布から、内陸まで海が入り込んでいたことがわかる。

関東平野 大阪平野

出典：「大地への刻印」農業土木歴史研究会 編著
37

38

（1） 土地の細分保有
（2） 地籍の不備
（3） 都市の成り立ちの違い

3.わが国国土の社会条件が
他国との比較において

正しく認識されているか？
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4.外国での国土への働きかけの努力が
正しく認識されているか？
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5.先人達の努力による国土形成の歴史を
正しく認識しているか？
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◇江戸時代における土木工事の推移

１７世紀から１８世紀前半にかけて広範な国土整備が行われた。

農業関係土木工事数の変遷
（土木学会編「明治以前日本土木史」1936年による）

出典：「日本の国造りの仕組み」本間俊朗 67

6. わが国の財政に関する事実認識は正確
か？
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◇国債は消費者金融からの調達か？

出典：財務省パンフレット

？
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◇国債は将来世代への負担か？

国債など公債は、外部あるいは将来への借金というよりも世代内でお金のやりとりである。
（「景気と経済政策」小野善康：大阪大学社会経済研究所教授）

出典：「景気と経済政策」
小野善康より作成
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